
 

 

［成果情報名］植物資材の細断同時すき込み機を用いた土壌還元消毒とその殺菌作用 

［要約］新たに製作した小型細断同時すき込み機は、土壌還元消毒でカラシナを有機質資材

としてすき込む際の揮発性抗菌物質の揮散を抑制できる。土壌還元消毒時に土壌中で増殖

するクロストリジウム菌は、各種有機酸を生成し、病原フザリウム菌の殺菌作用を持つ。 
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［背景・ねらい］ 

土壌還元消毒法の有機質資材としてカラシナ植物体を用いる際、フレールモアで粉砕す

ると揮発性抗菌物質（アリルイソチオシアネート）がすき込み前に揮散する問題がある。

これを抑制するために植物を細断しながら同時にすき込める小型の細断同時すき込み機を

開発する。また、土壌還元消毒時の土壌中では偏性嫌気性細菌の比率が一時的に増加する

が、その役割の詳細は不明であるため、殺菌効果を示した還元消毒処理土壌から分離した

嫌気性細菌株を用いて、殺菌作用の有無を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．新たに製作した小型の細断同時すき込み機は、立毛中のカラシナを細断と同時に土壌

にすき込むことにより、カラシナ由来のアリルイソチオシアネート（AITC）の作業時の

揮散を抑制でき、作業者の目に対する AITC の刺激を軽減できる（図 1）。 

２．本機による雑草の細断同時すき込みで除草を行うと、根も切断するため、通常の草刈

機と比べ雑草の再生を遅らせることができる。 

３．カラシナ葉またはフスマを混和して土壌還元消毒処理をした土壌から分離した代表的

な嫌気性細菌 2 菌株は、共にグラム陽性・胞子形成桿菌で、種々の炭水化物を発酵して

酢酸、酪酸、ブタノール等を生成し、特性および 16S rRNA 遺伝子塩基配列から、いず

れも偏性嫌気性のクロストリジウム属細菌（Clostridium beijerinckii）と同定される。 

４．ホウレンソウ萎凋病菌（Fusarium oxysporum f. sp. spinaciae）は嫌気的に 30℃で 3

週間程度保温しても死滅しないが、液体培地中で上記の嫌気性細菌株と共に嫌気培養す

ると、1～3 週間後には死滅する（図 2、図 3）。 

５．上記の嫌気性細菌株は、子のう菌系菌類の細胞壁の主な成分のうちキトサンと β-1,3

グルカンを分解し、ホウレンソウ萎凋病菌の細胞壁も分解することから（図 4）、殺菌

作用には細胞壁分解酵素が関わると推定される。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本機によるすき込み深度が不十分な場合は、通常の耕うん機で再度耕うんする。 

２．本機は、野菜類の畝間に生じた雑草を防除、あるいは市民農園などの小規模農地の雑

草発生箇所を耕起・畑地化するなど、除草機としても利用できる。 

３．土壌還元消毒では、嫌気性細菌が生成する有機酸や細胞壁分解酵素、すき込み資材由

来の抗菌物質（カラシナの場合アリルイソチオシアネート）、および太陽熱による高温

等が複合的に作用して、植物病原菌を抑制・殺菌するものと推察される。 

４．ホウレンソウ萎凋病の防除には、カラシナ（地上部重 3kg/m2 以上）を細断同時すき込

み機ですき込み、十分に灌水し、ガス低透過性フィルムで土壌表面を被覆後、ハウスを

閉め切って 2～4 週間保持し、土壌表面を浅く耕起した後にホウレンソウを播種する。 
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図 4 クロストリジウム菌との嫌気共培養によるホウレンソウ萎凋病菌細胞壁の 

   分解（菌糸細胞の顕微鏡写真） 

  a：培養前の菌糸。b:単独嫌気培養 21 日後。c:嫌気共培養 4 日後。d:嫌気共培養 10 日後。   

  バーは 100µm。嫌気性細菌無接種では保温 21 日目でも菌糸細胞はほとんど損傷を受けて 

  いないが、クロストリジウム菌を接種した場合、保温 7 日目以降は細胞の形が確認できない。 
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